  滋賀県守山市から  　新しい課長との話し合いとその後
相変わらず｢検討する｣｢考える｣だけの回答
５月１４日、すこやかセンターですこやか生活課の新しい課長と話し合った。私たちがこの問題で市と話し合いをして４人目の課長となる。こちらはいろいろな問題を積み上げているつもりだが、課長が代わるたびに一から説明をする必要があった。昨年度末に、次の課長にしっかり引き継いで置くことを確認しておいた。

私たちの参加者は、教職員組合湖南支部書記長の安本さん、守山市教職員組合地区長の川嶋さん、歯科医師の津曲さん、保護者の伊藤の４名。すこやか生活課は新しい課長と担当の方が２名で計３名が参加。

　はじめに小学校で担任をしている川嶋さんから「フッ素洗口の始まる時期であるが、まだ始まっていない。なぜ始まらないのか。保護者から質問があっても答えられない」という提起があった。すこやか生活課は「内部の体制がまだ整っていない。整い次第始めたいと思う」との回答。「具体的にどんな問題が生じているのか」に対して、「安全に洗口液を配るための体制を整えている最中である。内部のことなので具体的なことは言えない」とのこと。
私たちが独自に入手した情報によると、洗口液を作る薬剤師会がその作業を嫌がっているらしい。すこやかセンターで学校薬剤師が洗口液をつくり、それが学校に配られるが、濃度の問題、撹拌（かくはん）が十分でなかった問題、子どもが「いつもと味がちがう」という提起があった問題などが重なったために、洗口液をつくる業務から手を引きたがっているという。そのことは市からは聞き出せなかったが、内部でまだ体制が整っていないという話と一致する。
支部書記長の安本さんから「センターで洗口液が作れなくなった場合、ミラノールに変えて各学校で養護教諭が液を作るということが絶対にないようにしてもらいたい。養護教諭は多忙を極めている。学校で液を作ることは不可能である」との指摘があった。市は「センターで液を作ることを考えている。ミラノールは考えていない」と回答。
川嶋さんから「遅れていることについての保護者向け文書は市から出さないのか」という質問に「市の方で文書をつくり、校長に渡すが、配るかどうかは校長の判断である」との回答。「フッ素洗口は市が事業主として行っているはず。市が責任を持って文書を全部の小学校や園に出すこと。学校によって対応が違うことはおかしい。またフッ素に関する文書は今まで、学校教育課長・すこやか生活課長の名前で出ていた。都合の悪いときは校長の判断に任すということか。今までの話し合いで校長の名前も入れた三者で文書を出すように言ってきた。昨年度の終わりから三者で文書が出るようになった。その形を引き継いで、全部の小学校で配ること」と迫った。
　今年度の「４・５歳向けフッ素のしおり」について、「毎年の事であるが、インフォームドコンセントができていない。都合のいいことしか書かれていない。情報を正しく記載すべきである」との指摘に対して、「市の８０２０推進会議の中で検討したものである。厚生労働省のガイドラインをもとに作っている」と回答。「守山にフッ素の熱狂的推進者の歯科医師がいる。その影響で８０２０会議が動いているとしたらおかしい。行政の責任で、正しい情報を市民に伝えてほしい。日弁連の動きにも市は注目されたい。フッ素に対する毒性の情報はあらゆるところで見ることができるのに、それが記載されていない。また正しい情報が載っていない。900ppmの濃度で安全と言うが、朝ご飯を食べてこなかった子どもにとってどうか。一人ひとり体質も違って、大丈夫な子どももいれば、反応する子どももいる。子ども一人ひとりを大切にするならば、学校で一律に行うことはやめるべきである」と迫った。
　また、昨年度私たちがパネルディスカッションをした時に行政は参加を拒んだ。その後の話し合いで「行政単独での説明会ならば参加できるだろう」という返事だった。今年度中に行政単独のフッ素の学習会をするので、そのときは出席してもらえるのかという質問に対しては「検討する」とのことであった。
　約１時間の話し合いで、こちらの指摘に対して「検討する」とか「考える」とかの返事がほとんどであった。行政としてはそのような返事になることは仕方がないことと思うが、思い切って市内の歯科医師との関係を見直して、行政としての正しい判断をしてもらいたいと思う。今後も引き続き問題を提起していく。
ミラノールに変えて実施？

数日後、次のような情報が入った。
薬剤師会は「味が違う」などの提起があるたび、自分たちの調合が間違っていたように見られ、プライドが傷ついたとして撤退を申し入れた。しかしフッ素洗口の事業を行うために、推進派は液をミラノールに変えて実施することに決めたそうだ。実施のためなら手段を選ばない歯科医師会である。私たちは、すぐに教育委員会学校教育課に「養護教諭が作ることになるのか」と問い合わせた。この情報は私たちの方が速かったようで、「そんなことはありえない」と養護教諭が作ることを否定した。しかし、ミラノールの実績を積んだところで「学校で液を作れ」と言ってくる可能性は極めて高い。新たな課題が出てきた守山市である。　　　　　　　　　　　　　（文責；伊藤）
